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『 |い 身 と も に 健 康 で ,

人 間 性 豊 か な 子 ど も を 育 て る 』
かんがえる子
すすんで行動する子

i  がんば りや りぬ く子
| いたわ りの心をもてる子

8月 30日 (本 ),春 日居 釘ボ ラ ンテ ィア連絡 会「 見

守 りた しヽ」 夏 の 交 流会 に出席 して き ま した。 当 日は ,

約 30名 の見 守 りたい の方 展が 出席 して い ま した。

春 日居 の「 見 守 りた い」 (「 見 守 り隊」 で はな <,
自 ら見 守 ろ うと意思 を表 す ため「 見 守 つた い」としヽ う

名称 な のだそ うで す。 )|ま ,5年 ほ ど前 |こ 結 成され ,

現在で は,100名 を超 え る方 々で構 成され て いま す。

この活 動 は,見 守 り活動 の さきが け とな り,現在 で  ,
は,活 動 内容 や方 法の違 い こそあれ ,見 守 り活動 が笛

吹市 内全域 で行われ て いま す。 さ らに企業 等 を含 め ,

笛 吹 市 の 見 守 リネ ッ トワ ー ク ヘ と広 が つて き て い ま

す。

春 日居の「 見守 りた い」は,小 。中学生の登下校 の見守 りを中 ltlJlに 活動 して <だ さ つ

ています。その 中でも,小 学校 1年 生の学童までの下校には,毎 日 2名 ～3名 の方々

が付 き添 つて <ださ つています。

あ りがたしヽ ことに,お 忙 t/し 中ヽ,子供たちの安全 のために当番 を決めて ,夏の霧い時

も,冬 の寒 い時 もボラ ンテ ィアで見守 り活動 を して <ださ っています。

また,交 流会の情報交換では,会 員の方 皮から,日 頃の子 どもたちの様子な どが報告

されま した。ち ょつと耳の痛いお話 もあ りま したが,子 供たちの安全 を第一に考えて <
ださ つていることがよ <分 か りま した。

・ 1年 生も学校 に慣れてきた こともあ り,学 童 までの道の歩 き方がきちん とできな <
な つて きた。特に,畑 と道路の境の コンク リー トのふち :こ 登 つた り,右側通 行 (場
所によ つて は左側 )が 守れない子供 もいる。

・ 歩き方な どを注意 して も素直 :こ 聞けない子供がいる。 (意 見多数 )

・ 自宅の前が通学路 :こ な つて しヽるので,毎朝登校班 を見守 つて いる。初めはあいさつ

しても返事 が返 つて こなか つたが,今 では,子 供たちの方か ら元 気の良しヽあいさつ

を して <れ て,大変 うれ しい。
・ 小学生だけではな <,中 学生も見守 って い <こ とが良い。 (自 転 車で転 131し た中学

生の手当ても して <だ さいま した。 )

懇モ   し
曇ξ≧蓬捻≧≧軋、と唇ど曇もの議わきにある水

り  [垣裏曇ξttξξ農睡遼蓮、L雹亀曇理忌3ふ琶
す る地 域 の 皆様 ,保 護者 の皆様 の おか :ず で ,長 年 の要

_   望 が実 を結 びま した。 あ りが と うござい ま した。
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